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一

　

本
書
は
、
吉
川
弘
文
館
か
ら
刊
行
中
の
シ
リ
ー
ズ
「
家
か
ら
み
る
江
戸
大
名
」
の

一
冊
で
、
萩
藩
毛
利
家
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
根
本
氏
に
は
、
す

で
に
萩
藩
毛
利
家
の
「
御
家
」（「
家
」）
に
つ
い
て
の
著
作
が
あ
り）

1
（

、
こ
の
シ
リ
ー

ズ
の
執
筆
者
と
し
て
適
任
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
書
を
読
め
ば
、「
家
」
を
軸
に
し

た
毛
利
家
の
通
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

プ
ロ
ロ
ー
グ　

毛
利
家
の
二
百
年

　
　

一　

中
世
か
ら
近
世
へ
―
毛
利
元
就
・
隆
元
・
輝
元
・
秀
就

　
　

二　

揺
れ
る
幕
藩
関
係
・
同
族
関
係
―
毛
利
綱
広
・
吉
就
・
吉
広

　
　

三　

血
筋
の
入
れ
替
わ
り
―
毛
利
吉
元
・
宗
広

　
　

四　

元
就
の
子
孫
と
し
て
―
毛
利
重
就

　
　

五　

有
力
者
に
支
え
ら
れ
る
家
―
毛
利
治
親
・
斉
房

　
　

六　

将
軍
家
の
「
御
縁
辺
」
と
し
て
―
毛
利
斉
煕
・
斉
元
・
斉
広

　
　

七　
「
御
威
光
」の
立
て
直
し
と「
元
就
公
ノ
御
血
統
へ
立
帰
り
」
―
毛
利
敬
親
・

　
　
　
　

定
広

　
　

エ
ピ
ロ
ー
グ　

近
世
大
名
と
し
て
の
毛
利
家

　

こ
の
よ
う
に
、
七
つ
の
章
に
わ
け
て
萩
藩
毛
利
家
の
「
家
」
に
つ
い
て
、
通
時
的

に
論
じ
て
い
る
。
本
書
の
ね
ら
い
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
、「
毛
利
家
の
「
家
」
の
歴
史

に
つ
い
て
（
中
略
）、「
家
」
の
存
続
を
目
指
す
数
々
の
取
り
組
み
、
平
た
く
言
え
ば
、

徳
川
政
権
下
の
一
員
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
以
来
の
歴
史
を
持
つ
名
家
と
し
て
、
分
家

に
対
す
る
本
家
と
し
て
、
萩
藩
毛
利
家
が
い
か
に
江
戸
時
代
を
生
き
抜
い
た
の
か
と

い
う
視
点
か
ら
み
て
い
く
」（
二
頁
）
と
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
一
部
の
内
容
に

つ
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
な
い
が
、
以
下
で
簡
単
に
内
容
を
紹
介
し
て
い
く
。

　

一
章
で
は
、
元
就
〜
初
代
藩
主
秀
就
期
に
つ
い
て
論
じ
る
。
毛
利
氏
は
、
鎌
倉
幕

府
の
重
臣
大
江
広
元
の
四
男
季
光
か
ら
始
ま
る
。
季
光
の
本
拠
地
が
相
模
国
毛
利
荘

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
毛
利
」
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
毛
利
氏
は
、
三
浦
合

戦
で
季
光
の
四
男
経
光
を
除
き
、
多
く
が
討
ち
死
に
し
て
し
ま
い
、
毛
利
荘
の
地
頭

職
を
奪
わ
れ
た
が
、
越
後
国
佐
橋
荘
と
安
芸
国
吉
田
荘
の
地
頭
職
を
保
証
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
に
時
親
（
経
光
の
四
男
）
は
、
本
拠
地
を
安
芸

国
に
移
し
た
。

　

大
永
三
年
（
一
五
二
三
）、
元
就
が
毛
利
家
本
家
の
家
督
を
相
続
し
た
。
元
就
期

の
弘
治
年
間
末
か
ら
永
禄
年
間
に
お
い
て
毛
利
家
は
、
大
内
・
尼
子
と
い
っ
た
有
力

大
名
の
間
に
あ
っ
た
安
芸
国
の
一
国
人
領
主
か
ら
中
国
十
ヵ
国
と
も
呼
ば
れ
る
広
大

な
領
地
を
治
め
る
大
名
へ
と
変
化
し
た
。
こ
う
し
て
元
就
は
、
大
名
毛
利
家
の
基
盤

を
確
立
し
た
存
在
と
し
て
崇
敬
さ
れ
、
近
世
を
通
じ
て
「
太
祖
」
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
。

　

元
就
の
跡
を
相
続
し
た
隆
元
は
、『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
に
は
毛
利
家
の
当
主
と

〔
書
評
〕

　

根
本
み
な
み
著

『〈
家
か
ら
み
る
江
戸
大
名
〉
毛
利
家
―
萩
藩
』林　

　

亮
太
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し
て
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
隠
居
し
た
元
就
が
影
響
力
を
持
ち
続
け
る
な

か
で
元
就
に
先
立
っ
て
死
去
し
、
そ
の
位
置
づ
け
が
不
明
確
な
も
の
に
な
っ
た
こ
と

に
起
因
す
る
と
い
う
。

　

隆
元
の
死
後
、
輝
元
の
成
長
に
伴
い
、
元
就
は
隠
居
の
意
向
を
示
す
が
、
輝
元
は

元
就
の
後
見
が
な
く
な
る
こ
と
に
対
し
て
反
対
し
た
。
そ
れ
を
う
け
、
元
就
は
叔
父

の
吉
川
元
春
、
小
早
川
隆
景
、
毛
利
氏
庶
子
家
の
福
原
貞
俊
、
口
羽
通
良
が
輝
元
を

補
佐
す
る
体
制
を
つ
く
っ
た
。
関
ヶ
原
の
合
戦
を
経
て
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）

に
は
毛
利
家
に
対
し
、
周
防
・
長
門
二
ヵ
国
へ
の
減
封
が
命
じ
ら
れ
、
輝
元
は
出
家

し
た
が
、
そ
の
後
も
実
質
的
な
当
主
と
し
て
秀
就
の
後
見
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、
毛

利
家
の
運
営
に
あ
た
っ
た
。

　

初
代
藩
主
秀
就
に
つ
い
て
は
、
結
城
秀
康
の
娘
龍
昌
院
（
喜
佐
姫
）
と
の
縁
組
を

説
明
し
、
こ
の
縁
組
に
よ
り
毛
利
家
は
松
平
の
称
号
を
下
賜
さ
れ
、
秀
就
は
少
将
に

昇
進
し
た
と
指
摘
す
る
。
少
将
へ
の
昇
進
は
、
こ
れ
以
降
の
藩
主
の
目
標
に
な
っ
た

と
い
う
。

　

そ
の
ほ
か
、
本
章
で
は
萩
藩
毛
利
家
の
「
家
」
を
語
る
際
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
分
家
の
長
府
藩
毛
利
家
・
徳
山
藩
毛
利
家
・
清
末
藩
毛
利
家
（
三
末
家
）
の
成

り
立
ち
に
つ
い
て
、
輝
元
・
秀
就
の
動
向
と
と
も
に
述
べ
て
い
る
。

　

二
章
で
は
、
二
代
藩
主
綱
広
〜
四
代
藩
主
吉
広
期
に
つ
い
て
論
じ
る
。
秀
就
の
跡

を
継
い
だ
の
は
、
そ
の
子
で
当
時
十
三
歳
の
綱
広
で
あ
っ
た
。
慶
安
四
年
（
一
六
五

一
）
か
ら
の
三
回
の
国
目
付
派
遣
を
乗
り
切
り
、
そ
の
後
、
綱
広
は
福
井
藩
松
平
家

の
松
平
忠
昌
の
娘
千
姫
を
正
室
に
迎
え
、
徳
川
家
と
の
関
係
を
よ
り
強
固
に
し
て

い
っ
た
。
綱
広
期
に
は
、
藩
政
の
制
度
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
。
幕
府
法
や
元
就
以

来
の
毛
利
家
家
中
で
定
め
ら
れ
た
法
を
も
と
に
し
た
、「
当
家
制
法
条
々
」
が
定
め

ら
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
同
法
の
特
徴
は
、
随
所
に
元
就
以
来
の
家
法
の
順

守
を
求
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
綱
広
に
よ
る
特
筆
す
べ
き
政
策
と
し
て
、

秀
就
が
お
こ
な
っ
た
知
行
地
の
二
割
の
上
知
を
中
止
す
る
、
二
歩
減
の
中
止
が
あ
る
。

こ
れ
に
は
困
窮
す
る
家
臣
を
救
済
す
る
こ
と
で
、
幼
年
で
相
続
し
た
綱
広
の
権
威
を

高
め
る
目
的
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
功
績
が
あ
る
が
、
後
年
の
史
料
で
の
綱
広
の
評

価
は
高
く
な
く
、
病
気
が
ち
で
引
き
こ
も
っ
て
い
た
と
書
か
れ
て
お
り
、
実
際
、
幕

府
向
き
の
役
目
・
家
臣
団
向
き
の
役
目
双
方
を
綱
広
の
名
代
と
し
て
子
の
吉
就
が
お

こ
な
っ
て
い
た
。
綱
広
は
多
病
の
た
め
官
位
昇
進
が
遅
く
、
少
将
へ
の
昇
進
は
か
な

わ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
続
く
吉
就
・
吉
広
は
と
も
に
早
世
し
た
た
め
、
彼
ら
が
少
将

昇
進
の
先
例
を
途
絶
え
さ
せ
た
と
い
う
認
識
が
後
代
に
引
き
継
が
れ
た
。

　

こ
の
章
で
は
三
末
家
と
は
異
な
り
、
大
名
で
は
な
く
萩
藩
毛
利
家
の
家
臣
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
た
岩
国
吉
川
家
に
つ
い
て
も
、
そ
の
経
緯
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
、
毛
利
家
の
分
家
家
臣
で
あ
る
一
門
六
家
の
来
歴
に
つ
い
て
も
詳
述
し
て
い
る
。

六
家
の
席
次
、
六
家
に
次
ぐ
家
格
の
準
一
門
二
家
、
六
家
が
就
任
し
た
加
判
役
・
当

職
・
当
役
を
説
明
す
る
ほ
か
、
六
家
の
三
丘
宍
戸
家
・
大
野
毛
利
家
・
右
田
毛
利
家
・

厚
狭
毛
利
家
と
萩
藩
毛
利
家
と
の
関
係
を
役
職
・
養
子
・
家
紋
な
ど
か
ら
論
じ
て
お

り
、
こ
こ
で
各
家
の
特
徴
が
理
解
で
き
る
。

　

三
章
で
は
、
五
代
藩
主
吉
元
・
六
代
藩
主
宗
広
期
に
つ
い
て
論
じ
る
。
宝
永
四
年

（
一
七
〇
七
）、
四
代
藩
主
吉
広
が
死
去
し
、
そ
の
跡
を
相
続
し
た
の
が
長
府
藩
主
綱

元
の
嫡
男
吉
元
で
あ
っ
た
。
長
府
藩
初
代
藩
主
秀
元
（
元
就
の
四
男
元
清
の
子
）
の

ひ
孫
で
あ
る
吉
元
が
、
萩
藩
毛
利
家
の
家
督
を
相
続
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
輝
元
か

ら
続
い
た
血
筋
が
秀
元
系
統
の
血
筋
に
か
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
。

　

吉
元
は
、
藩
校
の
明
倫
館
の
設
立
な
ど
文
教
政
策
に
力
を
入
れ
て
い
た
が
、
当
時
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の
評
価
は
高
く
な
く
、
末
家
出
身
で
あ
る
こ
と
を
気
に
か
け
て
お
り
、
そ
れ
が
行
動

に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
後
年
毛
利
家
が
幕
府
に
提
出
し
た
由
緒
書

に
は
、
末
家
出
身
の
吉
元
が
相
続
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
家
の
家
格
が
低
下
し
た
と

書
か
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
出
自
を
吉
元
は
強
く
意
識
し
て
お
り
、
そ
れ
が
分
家
の

徳
山
藩
毛
利
家
と
の
論
争
（
万
役
山
事
件
）
に
も
影
響
し
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
、
吉

元
期
に
展
開
し
た
岩
国
吉
川
家
の
家
格
上
昇
運
動
、
そ
れ
に
反
対
し
た
吉
元
の
主
張

な
ど
も
論
じ
て
い
る
。
吉
川
家
の
家
格
上
昇
運
動
は
、
当
然
、
末
家
や
一
門
ら
と
の

比
較
に
よ
り
展
開
し
た
た
め
、
対
立
・
論
争
に
も
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　

吉
元
の
跡
を
継
い
だ
宗
広
は
、
初
入
国
し
た
年
か
ら
西
日
本
を
お
そ
っ
た
虫
害
に

対
応
し
、
慣
例
だ
っ
た
「
御
国
廻
」（
領
内
巡
見
）
を
中
止
し
た
。
そ
の
後
、
徹
底

し
た
倹
約
を
命
じ
る
な
か
で
「
御
国
廻
」
は
実
施
さ
れ
た
。
宗
広
は
、
家
臣
に
対
し

て
は
威
厳
を
示
し
、
領
民
に
対
し
て
は
仁
政
を
施
し
た
藩
主
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
ま
た
、
文
教
政
策
に
も
熱
心
で
、
書
物
の
編
纂
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

た
だ
、
綱
広
以
降
か
な
わ
な
か
っ
た
官
位
昇
進
に
つ
い
て
は
、
行
動
を
起
こ
す
も
実

現
せ
ず
、
そ
れ
は
次
代
へ
続
く
問
題
と
な
っ
た
。

　

四
章
で
は
、
ま
ず
七
代
藩
主
毛
利
重
就
の
経
歴
に
つ
い
て
、
毛
利
匡
敬
と
し
て
十

六
年
間
長
府
藩
主
で
あ
っ
た
が
、
萩
藩
主
宗
広
が
死
去
し
た
こ
と
で
、
仮
養
子
と

な
っ
て
い
た
匡
敬
が
同
家
を
相
続
し
た
と
説
明
す
る
。
相
続
後
、
宗
広
の
遺
志
が
重

就
の
後
継
者
問
題
を
複
雑
に
し
た
。
宗
広
に
は
男
子
は
い
な
か
っ
た
が
、
娘（
誠
姫
）

と
懐
妊
中
の
側
室
が
い
た
。
宗
広
の
遺
志
に
よ
り
、
側
室
が
男
子
を
生
め
ば
、
同
人

を
重
就
の
後
継
者
と
す
る
こ
と
、
女
子
が
生
ま
れ
れ
ば
宗
広
の
娘
誠
姫
に
聟
養
子
を

迎
え
る
こ
と
、
と
さ
れ
て
い
た
。
結
局
男
子
は
誕
生
し
な
か
っ
た
た
め
、
誠
姫
に
聟

を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
候
補
が
越
前
丸
岡
藩
主
有
馬
一
準
の
子
で
あ
る

大
三
郎
で
あ
っ
た
。
大
三
郎
の
母
は
、
重
就
の
異
母
姉
の
秀
で
あ
り
、
秀
は
長
府
藩

主
毛
利
匡
広
（
重
就
の
実
父
）
と
萩
藩
二
代
藩
主
綱
広
の
娘
で
あ
る
放
光
院
と
の
間

に
生
ま
れ
た
娘
で
、
綱
広
か
ら
み
れ
ば
孫
に
あ
た
る
。
大
三
郎
は
、
萩
藩
毛
利
家
正

統
の
血
筋
を
引
く
存
在
で
あ
っ
た
。
綱
広
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
は
、
輝
元
に
も

つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
養
子
は
長
府
藩
毛
利
家
出
身
の
吉
元
の
相
続
に
よ
っ

て
秀
元
系
へ
と
入
れ
か
わ
っ
た
血
筋
を
再
度
輝
元
系
に
戻
す
も
の
で
あ
っ
た
と
論
じ

る
。

　

大
三
郎
を
後
継
者
と
す
る
こ
と
は
重
就
の
意
志
で
は
な
い
う
え
に
、
家
中
内
で
も

綱
広
の
血
脈
で
は
あ
る
も
の
の
、
女
系
で
あ
る
こ
と
を
問
題
視
す
る
声
も
あ
っ
た

が
、
最
終
的
に
は
宗
広
の
遺
志
が
尊
重
さ
れ
、
重
就
は
大
三
郎
（
重
広
）
を
養
子
に

迎
え
た
。
た
だ
、
重
就
と
大
三
郎
の
養
子
入
り
を
強
く
主
張
し
た
一
門
家
臣
な
ど
と

の
対
立
は
、
そ
の
後
も
続
き
、
財
政
再
建
を
目
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
宝
暦
の
改
革
が

実
施
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
で
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
と
い
う
。

　

五
章
で
は
、
八
代
藩
主
治
親
・
九
代
藩
主
斉
房
期
に
つ
い
て
論
じ
る
。
章
名
に
あ

る
「
有
力
者
」
と
は
、
田
安
家
や
松
平
定
信
の
こ
と
で
あ
る
。
田
安
家
に
つ
い
て
は
、

重
就
の
世
子
治
親
（
岩
之
允
）
と
田
安
宗
武
の
娘
節
姫
と
の
婚
姻
ま
で
の
過
程
を
説

明
す
る
ほ
か
、
重
就
が
少
将
に
昇
進
し
た
こ
と
、
治
親
が
家
督
相
続
前
に
侍
従
に
任

官
し
た
こ
と
の
背
景
に
は
田
安
家
か
ら
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

田
安
宗
武
の
子
で
あ
る
老
中
松
平
定
信
も
毛
利
家
に
出
入
り
し
、
関
係
を
深
め
て
い

た
。
家
中
内
部
の
対
立
も
あ
り
、
結
果
的
に
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
が
、
宇
部
福

原
家
の
古
格
復
帰
運
動
の
時
に
も
定
信
に
内
意
を
得
て
お
り
、
そ
の
関
係
が
重
視
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
六
月
、
治
親
は
急
死
し
、
幼
年
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
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子
の
義
二
郎
（
斉
房
）
が
跡
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
萩
藩
毛
利
家
を
訪
れ
て
い
た

定
信
は
先
例
に
従
い
、
縁
戚
関
係
の
大
名
家
に
斉
房
の
後
見
役
を
依
頼
す
る
こ
と
を

提
案
し
て
い
る
。
こ
の
時
対
応
し
た
当
役
の
堅
田
就
正
は
、
定
信
に
後
見
役
を
依
頼

し
た
い
考
え
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
定

信
は
幕
府
向
き
の
対
応
、
節
姫
に
か
か
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
の
世
話
役
は
引
き
受
け

る
と
し
、
後
見
役
の
人
選
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
最
終
的
に
は
、
治
親
の
実
弟
で
あ

る
長
府
藩
主
の
毛
利
匡
芳
が
後
見
役
と
な
っ
た
。

　

も
う
一
人
、
斉
房
の
治
世
で
影
響
力
が
あ
っ
た
人
物
に
養
母
で
あ
る
邦
媛
院
（
節

姫
）
を
あ
げ
て
い
る
。
同
人
は
、
政
治
・
財
政
問
題
、
ま
た
萩
藩
毛
利
家
内
部
の
問

題
（
斉
房
の
縁
談
な
ど
）
に
つ
い
て
様
々
な
こ
と
を
命
じ
て
お
り
、
大
き
な
影
響
力

を
も
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

斉
房
の
治
世
に
つ
い
て
は
、
撫
育
方
の
運
用
方
法
の
変
化
を
あ
げ
て
い
る
。
撫
育

方
本
来
の
設
置
目
的
は
、
家
臣
や
領
民
の
「
撫
育
」
に
あ
る
と
し
、
こ
の
時
期
に
撫

育
方
の
財
源
を
借
銀
返
済
、
家
中
・
地
下
の
救
済
に
あ
て
た
が
、
こ
う
し
た
負
担
軽

減
政
策
を
実
行
し
た
斉
房
は
、
家
臣
・
領
民
に
と
っ
て
「
名
君
」
と
評
価
さ
れ
た
と

い
う
。

　

六
章
で
は
、
十
代
藩
主
斉
煕
〜
十
二
代
藩
主
斉
広
期
に
つ
い
て
論
じ
る
。
斉
煕
の

治
世
に
つ
い
て
は
、
財
政
の
危
機
的
状
況
の
な
か
で
起
き
た
家
臣
と
の
対
立
事
件
、

毛
利
家
の
先
祖
や
遠
祖
の
墓
所
調
査
の
概
要
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、

斉
煕
の
跡
を
聟
養
子
と
い
う
か
た
ち
で
継
い
だ
斉
元
が
後
継
者
に
選
定
さ
れ
る
ま
で

の
過
程
や
、
斉
煕
の
子
ど
も
の
縁
談
内
容
に
も
ふ
れ
て
い
る
。

　

斉
広
に
つ
い
て
は
、
将
軍
徳
川
家
斉
の
娘
と
の
縁
組
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
縁

組
の
願
書
は
、
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
田
安
家
に
よ
る
添
削
を
う
け
た
う
え
で
作
成
・

提
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
斉
広
と
家
斉
の
娘
和
姫
と
の
縁
組
は
認
め
ら
れ
、
毛
利
家

は
大
奥
と
つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
和
姫
は
、
婚
礼
の
翌
年
（
文
政
十
三

年
）
に
は
死
去
し
た
が
、
そ
の
後
も
萩
藩
毛
利
家
は
大
奥
へ
女
使
を
遣
わ
し
、
品
々

を
献
上
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
お
り
、
内
願
運
動
を
継
続
し
た
。
そ
の
結
果
、
隠
居

し
た
斉
煕
、
藩
主
斉
元
、
世
子
斉
広
が
少
将
ま
で
昇
進
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
内
願
運
動
の
負
担
は
直
接
財
政
問
題
へ
影
響
を
与
え
た
。
内
願
運
動
、
和
姫

と
の
縁
組
に
よ
る
出
費
な
ど
に
よ
り
財
政
が
悪
化
し
、
領
民
生
活
を
苦
し
め
た
結

果
、
防
長
大
一
揆
が
お
き
た
と
指
摘
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
こ
の
章
で
は
萩
藩
毛
利
家
を
支
え
た
斉
房
の
正
室
貞
操
院
、
斉
煕
の

正
室
法
鏡
院
、
斉
元
の
正
室
蓮
容
院
と
い
っ
た
女
性
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
動
き

を
論
じ
て
い
る
。

　

七
章
で
は
、
十
三
代
藩
主
敬
親
・
十
四
代
藩
主
定
広
期
に
つ
い
て
論
じ
る
。
敬
親

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
同
人
が
相
続
す
る
ま
で
の
過
程
、
敬
親
の
治
世
で
お
こ
な
わ
れ

た
天
保
の
改
革
の
概
要
を
説
明
す
る
。
同
改
革
で
は
、
元
就
以
来
の
毛
利
家
の
古
法

へ
の
復
古
が
目
指
さ
れ
た
。
次
に
、
慶
事
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
幕
府
か
ら
の
鞍

鐙
の
拝
領
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
拝
領
は
異
例
の
こ
と
で
、
敬
親
に
こ
う
し
た
も

の
が
与
え
ら
れ
た
の
は
相
続
以
来
の
政
治
改
革
へ
の
出
精
に
対
す
る
功
労
で
あ
る
と

認
識
さ
れ
て
い
た
。
同
時
に
、
こ
の
拝
領
は
先
祖
に
対
す
る
孝
養
で
、
子
孫
に
対
す

る
規
範
に
な
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
続
く
慶
事
と
し
て
、
従
四

位
上
、
さ
ら
に
異
例
の
中
将
へ
の
昇
進
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
の
幕
府
へ
の
内
願
の
背

景
と
し
て
、
従
来
か
ら
の
「
御
続
柄
」
の
論
理
の
ほ
か
に
、
相
模
国
の
警
備
を
担
う

こ
と
で
生
じ
た
海
防
政
策
を
担
う
家
と
し
て
の
論
理
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
家

臣
・
領
民
の
士
気
高
揚
の
た
め
官
位
昇
進
を
求
め
て
い
た
と
論
じ
る
。
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敬
親
の
養
子
と
な
っ
た
徳
山
藩
毛
利
家
出
身
の

尉
、
の
ち
の
定
広
に
つ
い
て
は
、

そ
の
養
子
入
り
は
元
就
治
世
へ
の
血
統
の
復
古
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、

同
人
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
敬
親
の
「
思
召
」
の
継
承
、
同
族
関
係
に
対
す
る
理

解
と
先
例
に
も
と
づ
い
た
行
動
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

最
後
に
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
近
世
大
名
と
し
て
の
毛
利
家

に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
同
家
は
、
転
封
や
大
き
な
御
家
騒
動
が
な
く
、
他
姓
養

子
を
迎
え
る
こ
と
が
な
く
「
家
」
を
運
営
で
き
た
が
、
内
実
と
し
て
は
家
中
不
和
や

大
名
の
幼
年
で
の
相
続
と
い
っ
た
危
機
が
あ
り
、
そ
の
都
度
、
縁
戚
関
係
に
あ
る
者

の
協
力
を
う
け
な
が
ら
行
動
し
て
い
た
な
ど
と
ま
と
め
て
い
る
。

二

　

本
書
は
、
萩
藩
毛
利
家
に
お
け
る
「
家
」
の
存
続
を
目
指
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

そ
の
時
々
の
政
治
的
な
背
景
、
同
族
関
係
な
ど
を
ふ
ま
え
な
が
ら
丁
寧
に
論
じ
て
い

る
。
毛
利
家
に
つ
い
て
全
く
知
識
が
な
い
評
者
に
も
、
同
家
の
「
家
」
を
軸
と
し
た

通
史
が
理
解
で
き
た
。
大
名
家
の
「
家
」
が
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
つ
つ
存
続
し
て

い
た
こ
と
を
具
体
的
な
事
例
を
示
し
な
が
ら
論
じ
た
点
は
本
書
の
成
果
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
家
」
の
存
続
・
運
営
を
支
え
た
者
と
し
て
、
縁
戚
関
係
者
や
、
毛
利
家
の

女
性
に
つ
い
て
も
詳
述
し
て
い
る
点
も
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
感
じ
た
。
評
者
の
能

力
的
限
界
か
ら
、
本
書
全
体
を
ま
と
め
、
そ
の
評
価
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
以
下
で
は
萩
藩
毛
利
家
の
一
門
六
家
と
よ
ば
れ
た
一
門
家
臣
に
つ
い
て
若
干
の

感
想
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

大
名
家
の
「
御
家
」（「
家
」）
の
形
成
過
程
に
お
い
て
は
、
一
門
家
臣
な
ど
の
自

律
性
の
高
い
重
臣
の
「
御
家
」
へ
の
包
摂
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
お
り
、「
御
家
」

形
成
と
家
臣
団
（
家
中
）
形
成
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る）

2
（

。
一
門
六

家
は
、
役
職
の
就
任
を
通
じ
、
段
階
的
に
藩
政
に
参
与
し
、
家
臣
と
し
て
の
性
格
を

強
め
て
い
っ
た
と
あ
る
が
（
四
四
頁
）、
こ
れ
は
萩
藩
毛
利
家
の
家
臣
団
形
成
過
程

と
関
係
す
る
も
の
な
の
か
。
関
係
あ
る
と
す
れ
ば
、
藩
主
が
構
想
し
て
い
た
一
門
六

家
を
含
む
家
臣
団
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

　

本
書
か
ら
は
、
萩
藩
毛
利
家
が
役
職
就
任
を
通
じ
て
一
門
六
家
を
家
臣
化
し
、
各

家
の
平
準
化
を
は
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
家
の
特
徴
は
残
り
、
時
に
由
緒
に
も
と
づ

き
意
見
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
由
緒
を
理
由
に
軍
役
以
外

の
役
を
勤
め
な
い
と
主
張
し
、
加
判
役
以
外
の
職
に
就
か
な
か
っ
た
三
丘
宍
戸
家
の

事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
（
四
五
頁
）、
こ
れ
は
藩
主
の
意
志
と
は
い
え
ど
も
、

そ
れ
を
反
映
で
き
な
い
ほ
ど
一
門
の
存
在
が
大
き
い
こ
と
を
示
す
事
例
と
し
て
理
解

し
て
い
い
の
か
。
国
元
の
家
臣
に
相
談
な
く
、
藩
主
重
就
の
世
子
が
決
定
し
た
こ
と

を
重
大
事
案
と
し
、
宍
戸
広
周
・
毛
利
元
連
（
一
門
六
家
）
が
批
判
し
て
い
る
こ
と

（
八
二
頁
）、
藩
主
斉
広
が
自
身
の
養
子
の
人
選
に
つ
い
て
加
判
役
の
毛
利
房
謙
（
一

門
六
家
）
ら
に
意
見
を
求
め
て
い
る
こ
と
（
一
六
〇
頁
）、
加
判
役
の
毛
利
元
美
・

当
職
の
毛
利
元
亮
（
一
門
六
家
）
ら
重
臣
が

尉
の
養
子
入
り
に
あ
た
り
同
人
へ
訓

戒
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
一
七
九
頁
）、
藩
内
に
お
け
る
一
門
六
家
の
存
在
は

大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
家
政
・
藩
政
運
営
に
お
け
る
発
言
力
・
影
響
力
の
強

さ
は
就
い
て
い
る
役
職
で
異
な
る
の
か
。
あ
る
い
は
一
門
六
家
の
席
次
や
由
緒
な
ど

が
関
係
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
と
も
関
連
す
る
が
、
本
書
で
は
一
門
六
家
と
萩
藩
毛
利
家
と
の
関
係
や
、
一

門
六
家
が
就
い
た
職
（
加
判
役
・
当
職
・
当
役
）
に
つ
い
て
は
簡
単
に
ふ
れ
ら
れ
て



―  72 ―

い
る
が
、
一
門
六
家
が
藩
政
運
営
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
の
か
な
ど

は
十
分
な
説
明
が
な
い
と
感
じ
た
。
九
代
藩
主
斉
房
の
治
世
が
始
ま
っ
た
頃
に
は
、

国
元
の
重
臣
が
「
江
戸
―
国
元
の
合
議
体
制
の
徹
底
」（
一
一
二
頁
）
を
求
め
た
と

あ
る
が
、
一
門
六
家
を
含
む
重
臣
が
参
加
し
た
で
あ
ろ
う
江
戸
・
国
元
の
合
議
体
制
、

そ
こ
で
の
意
思
決
定
構
造
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
一
門
六
家
を
含
む
重

臣
層
の
職
制
、
藩
政
運
営
上
の
役
割
を
お
さ
え
、
萩
藩
毛
利
家
の
存
続
に
か
か
わ
る

具
体
的
な
対
応
を
み
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
「
家
」
の
内
部
構
造
、「
家
」
の
存
続

問
題
に
対
す
る
動
向
な
ど
が
ク
リ
ア
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
、
本
書
の
ね
ら
い
か
ら
は
逸
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
評
者
の
興
味
・
関
心
に
従

い
簡
単
に
感
想
を
述
べ
た
。
た
だ
、
大
名
家
の
「
家
」
を
考
え
る
際
に
は
、
一
門
家

臣
な
ど
の
重
臣
も
重
要
な
検
討
対
象
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

「
家
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
本
書
に
一
門
家
臣
が
多
く
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ

か
る
。
概
要
の
紹
介
、
感
想
部
分
に
つ
い
て
は
、
誤
読
、
読
み
こ
ぼ
し
、
的
外
れ
な

指
摘
な
ど
が
あ
る
と
思
う
が
、
著
者
に
は
何
卒
ご
海
容
願
い
た
い
。
本
書
は
、
萩
藩

毛
利
家
の
「
家
」
を
軸
と
し
た
通
史
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
大
名
家
の
「
家
」
研
究

と
し
て
も
読
み
応
え
が
あ
る
も
の
で
、
分
析
視
角
を
含
め
評
者
自
身
も
大
変
勉
強
に

な
っ
た
。
多
く
の
方
に
お
勧
め
し
た
い
。

註（
1
）
根
本
み
な
み
『
近
世
大
名
家
に
お
け
る
「
家
」
と
「
御
家
」
―
萩
毛
利
家
と
一
門

家
臣
―
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
八
年
）。

（
2
）
三
宅
正
浩
『
近
世
大
名
家
の
政
治
秩
序
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
一
四
年
）。

（
Ａ
5
判
、
二
〇
八
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
三
年
六
月
二
〇
日
発
行
、
本
体
価

格
二
二
〇
〇
円
＋
税
）

（
は
や
し
・
り
ょ
う
た　

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
主
任
）


